
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ５ 年 １ １ 月 １ ６ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美 ※ 讃 美 歌 ３ ０ 「 朝 風 静 か に 吹 き て 」 一 同

主 の 祈 り ※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 讃 美 歌 3 2 0 「 主 よ 御 元 に 」 一 同

教 会 学 校 絵 本 「 ダ ニ エ ル 物 語 」 ② 牧 師

讃 美 讃 美 歌 5 2 5 「 恵 み 深 き 」 一 同

聖 書 朗 読 イザヤ40:1-5 和 子

奨 励 イザヤ書の福音(第12回) 牧 師

主 題 「主を待ち望もう」

讃 美 讃 美 歌 9 4 「 久 し く 待 ち に し 」 一 同

献 金 献 金 と 感 謝 の 祈 り 輝 美

聖 餐

頌 栄 ※ 讃 美 歌 5 4 3 「 主 イ ェ ス の 恵 よ 」 一 同

祝 祷 ※ 牧 師

来 週 の 箇 所 イ ザ ヤ 書 第 41 章
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
11/16(日 )聖 日 礼 拝

/17(月 )13:30説教塾(青葉荘教会)
/18(火 )
/19(水 )
/20(木 )10:00聖 研
/21(金 )10-12:OBSｸﾗｽ
/2 2(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 り の 課 題 》
① 家 族 の 救 い の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に

良 書 ハ イ ラ イ ト 「第二イザヤ」
「 口語旧約聖書略解 」 (日基出版 ,1957)p .693

イザヤ書は大 別して 1-39章と 40-66章の二つとする 。後者は更に[イ ]40-55章 、
[ロ ]56-66章に分け 、 [イ ]を第二イザヤと称し 、 [ロ ]を第三イザヤという 。 しか し 、
両者 の文体思 想が近 似しているので 、 これを一つと見る見方 もな くはない 。

イ ザ ヤ 書 の 前 半 ( 1-39章 )は 、 第 一 イ ザ ヤ ( “ エ ル サ レ ム の イ ザ ヤ ” )の 預 言 を
集 め た も の と 見 ら れ る 。 然 る に 40章 以 下 は 、 ① 歴 史 的 背 景 、 ② 文 体 、 ③ 思 想
を著し く異にするので ある 。

① 歴史 的背 景 ： “ エ ル サ レ ム の イ ザ ヤ ” は ア ッ ス リ ヤ を歴 史的 背 景 と し て い る
が 、 第 二 イザ ヤ （ 仮 に “ バ ビ ロ ン の イザ ヤ ” と 呼 ぶ ） は バ ビ ロ ンか ら ペ ル シ ャに 移
る時代 を背 景と し て い る 。 この 間 、約 160年 ～ 200年の開き が 存 在 す る 。 第 二 イ
ザ ヤ の 中 に は エ ル サ レ ム の 荒 廃 せ る 状 態 (49 : 1 9 ､5 1 : 3な ど )、 ペ ル シ ャ 王 ク ロ ス
の名とそ の 出 現 (44 : 28､45 : 1な ど )が しば し ば 出 て 来 る ので あ って 、そ こに は時
代の大きな隔た りが明らか である 。

② 文 体 ： “ エ ル サ レ ム の イ ザ ヤ ” は 預 言 者 で あ り 、 ま た あ る 意 味 で は 政 治 家
であ る 。 彼 の 預 言 は 力 強 く 、 概 し て 簡 潔 で あ る 。 “ バ ビ ロ ン の イ ザ ヤ ” は 預 言 者
で あ る と 同 時 に 説 教 者 ・ 牧 者 で あ り 、 そ の 文 章 は 熱 情 的 で あ り 、 創 造 豊 か な
も の で あ る が 、 最 初 か ら 書 か れ た も の で は な い か と も 思 わ れ る 。 そ の 叙 述 は
旋回的であって しばしば 繰り返しが多 い 。

③思想 ： “ エ ル サ レ ムの イザ ヤ ” にあ って は 、 イ ス ラ エ ル及 び 諸 国 に 対 する審
判 が 基 調 を な し て い る 。 そ れ に 対 し て 、 “ バ ビ ロ ン の イ ザ ヤ ” に お い て は 、 審 判
よ り も慰 め 、 励 ま し が 強 調さ れ て いる こ と は 、 そ れ が 「 慰 め よ 、 慰 め よ 」 (4 0 : 1 )と
い う 言 葉に よ っ て 始 ま っ て い る こ と に よ っ て も 明 ら か であ る 。 こ こ に は ペ ル シ ャ
王 ク ロ ス に よ る ユ ダ ヤ 人 の 解 放 と エ ル サ レ ム の 復 興 が 繰 り 返 し 語 ら れ て い る 。
い わ ゆ る 「 主 の 僕 の歌 」が 挿 入され (42 : 1-4 ,49 : 1-6 , 5 0 : 4-9 ,52 : 13-53 : 12 )、 主 の
僕に よる世界伝 道 の 思 想 が 意義 深 く歌 われ て いるこ と も そ の大 なる特 色 で あ
る 。 第 二 イ ザ ヤ に お い て 、 イ ス ラ エ ル は 世 界 に 対 し て 神 よ り 一 つ の 使 命 を 担 う
国民と し ての性格が 一層強 く打ち出されている 。

第 二イ ザ ヤ ( “ バ ビ ロ ンの イザ ヤ ” )と い う の は も ちろ ん 仮 称 で あ り 、 彼 が ど の
よう な 歴史的人 物 で あっ た か は 全 く分 か ら ない 。 “ エ ルサ レ ムのイザヤ ” が歴 史
的 に 明 瞭 で あ る の と は 甚 だ 対 照 的 で あ る 。 お そ ら く 彼 は バ ビ ロ ン 捕 囚 の ユ ダ
ヤ人 の 間か ら 召 され た 一 預 言 者 で あ ろ う 。 た だ 彼 の 預 言 に よ っ て 、 イ ス ラ エル
国家 の 破 滅 は 何 を 意 味 す る か 、 またクロスの登場による世界史の意義につい て、
ユダヤ人は甚 だ大なるものを教 えられたのである 。 （ 浅野順一 ）


